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1 はじめに 
 モンゴル語と日本語とは語順が類似している

ことを利用して、日本語形態素解析システム「茶

筌(1)」を用いた蒙日機械翻訳の研究を行ってい

る。本文では文献(2)の続報として、その後の展

開について述べる。 
 モンゴル語の処理を扱った文献(3)、(4)では形

態素解析を table look up で行っているが、我々

の方法はラティス構造を用いるものである。 
2 品詞体系 

モンゴル語の形態素解析のための品詞体系は、

母音調和による連接制約を記述するために複雑

になる。茶筌の品詞分類が持つ階層構造を利用

して、品詞体系を構築した。品詞体系は 5 階層

になっている。最上位レベルの品詞体系を

に示す1。 
表 1

表 1 第1レベルの品詞 

動詞 動詞語尾
動詞不変 名詞語尾

名詞 未知語
名詞不変 空白
形容詞 終止符
副詞 コンマ

接続詞 開括弧
間投詞 閉括弧
後置詞 数字  

最上位レベルの品詞は、日本語とほぼ同じで

ある。日本語の格助詞に相当する語は格語尾と

して名詞語尾に含まれる。また、助動詞は第 3
レベルの品詞で接辞として扱われている。大き

な違いは、動詞と名詞に 2 種類あることである。

動詞と動詞不変の差は、接合母音の有無によっ

て語幹が変化する動詞が単なる動詞であり、接

合母音が無く語幹が変化しない動詞が動詞不変

である。名詞と名詞不変の差も同じである。第

1 レベルの品詞体系は文献(5)、(6)を参考にして

構成した。また、記号などについては、まだ不

十分な部分がある。 
第2レベルの品詞は に示す語の性別であ

る。モンゴル語の単語には男性と女性と中性の

性別があり、男性と女性は、さらに 2 種類に細

分される。単語の性別により、接辞や語尾の連

接が制約される。 

表 2

表 2 第2レベルの品詞 

男性а
男性о
女性э
女性θ
中性  

 第3レベルの品詞は に示すように「自立」

と「接辞」の別である。接辞に対しては、－記

号の左の品詞に接続して右の品詞になるもので

細分類されている。例えば「名詞－動詞接辞」

は名詞に接続して動詞化する接辞である。 

表 3

表 3 第3レベルの品詞 

自立 副詞－動詞接辞
動詞－動詞接辞 動詞－名詞接辞
名詞－動詞接辞 名詞－名詞接辞
形容詞－動詞接辞  

 第 4 レベルの品詞は語幹末の文字種別であり、

に示す種別がある。 表 4

表 4 第4レベルの品詞 

母音語幹
共鳴子音語幹
隠れ子音語幹
非共鳴子音語幹
жчш語幹
ь語幹  

 第 5 レベルの品詞は語幹末の文字種別の細分

類であり、 に示す種別がある。語幹末の文

字種別に第 4 レベルと第 5 レベルの 2 つのレベ

表 5                                                 
1 品詞体系などは文献(2)と比較して大きく変更した。 
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ルを設けたのは、連接規則のデータ量を減らす

ためである。第 5 レベルの品詞は動詞不変と名

詞不変の品詞にのみ適用される。動詞と名詞に

対しては、同様の情報が活用型によって表現さ

れている。 

活

表 5 第5レベルの品詞 

母音語幹 ц語幹
м語幹 х語幹
н語幹 ф語幹
г語幹 д語幹
л語幹 с語幹
б語幹 к語幹
в語幹 п語幹
р語幹 ж語幹
隠れн語幹 ш語幹
隠れг語幹 ч語幹
т語幹 ь語幹
з語幹  

図 1 連接規則の例 

5 内容語辞書 
 辞書の項目は以下に示すとおりである。 
・ 基本形(辞書見出し語) 
・ 品詞(第 1 レベルから第 5 レベル) 
・ 活用型(動詞と名詞のみ) 
・ 日本語訳語(意味情報の項に記述) 

内容語辞書の作成には、文献(7)の辞書を著者の

許諾を得て使用した。また、文献(8)の単語リス

トも利用した。文献(8)のリストには日本語訳語

がないため、訳語としては「？？」が振られて

いる。内容語辞書の例を に示す。現時点で

の内容語辞書見出し数は 8,485 語である。 

3 活用型・活用形 
 モンゴル語は母音調和と接合母音の有無によ

って語形変化が大きい。この現象を記述するた

めに活用型と活用形を用いる2。本文では、活用

を語幹の変化のみに限っている。文献(2)では、

動詞に対する活用が語尾を含めて記述されてい

たのと異なる。それによって、動詞と名詞の活

用を統一して扱え、活用型数を減らすことがで

きた。その代わり、後述する内容語辞書の動詞

見出し語として、通常の冊子型辞書で採用して

いる形動詞形未完了を用いることができず、語

幹を用いている。例えば、図 2 の「ｖｖс」は

冊子型辞書では「ｖｖсэх」が見出し語とな

るのが通例である。 

図 2

 
 
 
 
 
 
 
 
 

活用型・活用形の一覧を付録 1 に示す。活用

型は語幹末の音(文字)によって決まる。活用形

は、主として接合母音の有無による変化である。

接合母音としては母音調和の制約を満たすもの

を用いなければならない。 

 
 

4 連接規則 
 連接規則は、文献(5)を参考にして作成した。

連接制約は、品詞、活用型、活用形、語形自身

によって決まる。接続コストは、手作業によっ

て付与している。現時点での連接規則数は

6,207 である。連接規則の例を図１に示す。 
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2 ここでは「活用」など茶筌の用語をそのまま用いた

ため、言語学の用語とは異なる場合がある。 
(品詞 (名詞 女性э 自立 共鳴子音語幹)) ((見出し語 
(ｖзэг 1000)) (活用型 共鳴子音эг) (意味情報 
{ペン/ボールペン}) ) 
 
(品詞 (動詞 女性э 自立 共鳴子音語幹)) ((見出し語 
(ｖгｖｖл  1100)) (活用型  共鳴子音л) (意味情

報 ？？) ) 
 
(品詞 (動詞不変 女性э 自立 非共鳴子音語幹 с語

幹)) ((見出し語 (ｖｖс 1000)) (意味情報 {生まれる/
((( ((動詞 男性а 自立))) 
 (((動詞 男性а 動詞－動詞接辞)))) 300) 
((( ((動詞 男性а * 母音語幹) * 基本形)) 
 (((動詞語尾 男性а) * * на))) 200) 
((( ((名詞不変 中性 動詞－名詞接辞) * * ш)) 
 (((動詞語尾 中性) * * гｖй))) 100) 
((( ((名詞 男性а * 共鳴子音語幹) 共鳴子音ан 
用形１)) 
 (((名詞語尾 男性а) * * ы))) 100) 
図 2 内容語辞書の例 

 生じる/成り立つ/発生する}) ) 

 機能語辞書 
機能語辞書は文献(5)の巻末にある語尾・接辞

引を参考に作成した。機能語辞書の例を

示す。機能語辞書では、日本語訳語として、

法機能を記述し、典型的な訳語を【】で囲ん

記述している。現時点での機能語辞書の見出

語数は 1,635 語である。 

図 3



7

時

め

意

列

て

し

日

表 6

8
 

素

今後の課題の一つとして、日本語生成部の構築

がある。そのためには、意味情報の項に記述さ

れている日本語訳語情報に加えて日本語品詞情

報なども付加する必要がある。また、当然のこ

とながら訳語選択の必要がある。さらにゼロ情

報の補完も必要となる。例えば、モンゴル語で

は名詞語幹がそのままで主格や対格を表すこと

がある。これを日本語に訳す場合には、格助詞

や係助詞の補完が必要となる( 参照)。また、

現在は数千語レベルである辞書の規模を拡大す
(品詞 (名詞語尾 女性θ)) ((見出し語 (ийг 100)) 
(意味情報 普通格変化対格【を】) ) 
 
(品詞 (名詞 女性θ 名詞－名詞接辞 共鳴子音語幹)) 
((見出し語 (θхθн 500)) (活用型 共鳴子音θн) 
(意味情報 【に属する人、に属するもの】) ) 
 
(品詞 (動詞語尾 男性о)) ((見出し語 (ох 100)) (意
図 3 機能語辞書の例 

 翻訳実験 
小規模な翻訳実験を行った。といっても、現

点では、日本語生成部の作成が未了であるた

に、茶筌の解析結果から、日本語訳語のある

味情報のフィールドを切り出して日本語単語

(複数訳語を含む)として並べることしか出来

いない。 に文献(5)の練習問題から引用

た例文とそれを機械翻訳した結果および基準

本語訳文を示す。 

表 6

表 6 蒙日翻訳例 

 おわりに 
茶筌を処理系として利用したモンゴル語形態

解析と蒙日機械翻訳の試みについて述べた。

ることも課題である。 味情報 形動詞形現在と未来【するところの】) ) 
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モンゴル語原文 蒙日翻訳結果(日本語単語列) 基準日本語訳文
Нар　их
гэрэлтэй
байна．

{太陽/日}_＿_{偉大な/偉い/おお/大きい/多く
/盛んに/大/大変/とても/非常に/もの/余程}_
＿_{明かり/光線/光}_【と】_＿_{在る/居

太陽は、非常に明るい光
をもっている。

Гэрэл　их
илчтэй　байна．

{明かり/光線/光}_＿_{偉大な/偉い/おお/大き
い/多く/盛んに/大/大変/とても/非常に/もの/
余程}_＿_熱_【と】_＿_{在る/居る}_．

光は非常に高い熱をもっ
ている。

Гэрлийн　илч
ертθнцийн
амьдралыг
соёрхоно．

{明かり/光線/光}_【の】_＿_熱_＿_{宇宙/世
界/世}_【の】_＿_{一生/存在}_【を】_＿_恵
む_【する】_．

太陽の熱は、世界の生活
を恵む。

Θвс，гэрлийн　х
ｖчээр　ургана．

{草/干し草}_，_{明かり/光線/光}_【の】_＿
_{力/パワー/労力/腕力}_【で】_＿_{繁る/生
える/実る}_【する】_．

草は光のおがげで育つ。

Θвс　чийгийн　х
ｖчээр　ургана．

{草/干し草}_＿_{しっき/湿気/湿度}_【の】_
＿_{力/パワー/労力/腕力}_【で】_＿_{繁る/
生える/実る}_【する】_．

草は湿気の力で育つ。

Θвс　газрын
шимээр
ургана．

{草/干し草}_＿_{地面/大地/土地/場所/陸上}_
【の】_＿_栄養_【で】_＿_{繁る/生える/実
る}_【する】_．

草は土地の栄養によって
育つ。

Мал　θвсθθр
амьдарна．

家畜_＿_{草/干し草}_【で】_＿_{生きる/暮ら
す/やっていく}_【する】_．

家畜は草によって生活す
る。

Монгол　хｖн，
малаар
амьдарна．

モンゴル_＿_{人間/人/者}_，_＿_家畜_【で】
_＿_{生きる/暮らす/やっていく}_【する】_．

モンゴル人は家畜によっ
て生活する。
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付録 1 活用型・活用形 
 

活用型 基本形 活用形1 活用形2 活用型 基本形 活用形1 活用形2 活用型 基本形 活用形1

隠れθн * н θн 共鳴子音уб уб б 非共鳴子音θтθт т

隠れан * н ан 共鳴子音ув ув в 非共鳴子音θцθц ц

隠れг * г 共鳴子音уг уг г 非共鳴子音θчθч ч

隠れин * н ин 共鳴子音ул ул л у 非共鳴子音θшθш ш

隠れн * н н 共鳴子音ум ум м 非共鳴子音адад д

隠れон * н он 共鳴子音ун ун н у 非共鳴子音ажаж ж

隠れэн * н эн 共鳴子音ур ур р у 非共鳴子音азаз з

共鳴子音ｖб ｖб б 共鳴子音эб эб б 非共鳴子音асас с

共鳴子音ｖв ｖв в 共鳴子音эв эв в 非共鳴子音атат т

共鳴子音ｖг ｖг г 共鳴子音эг эг г 非共鳴子音ацац ц

共鳴子音ｖл ｖл л ｖ 共鳴子音эл эл л э 非共鳴子音ачач ч

共鳴子音ｖм ｖм м 共鳴子音эм эм м 非共鳴子音ашаш ш

共鳴子音ｖн ｖн н ｖ 共鳴子音эн эн н э 非共鳴子音идид д

共鳴子音ｖр ｖр р ｖ 共鳴子音эр эр р э 非共鳴子音ижиж ж

共鳴子音θбθб б 降り２重母音ｖй ｖй ｖ * 非共鳴子音изиз з

共鳴子音θвθв в 降り２重母音θйθй θ * 非共鳴子音исис с

共鳴子音θгθг г 降り２重母音айай а * 非共鳴子音итит т

共鳴子音θлθл л θ 降り２重母音ейей е * 非共鳴子音ихих с

共鳴子音θмθм м 降り２重母音ёйёй ё * 非共鳴子音ициц ц

共鳴子音θнθн н θ 降り２重母音ойой о * 非共鳴子音ичич ч

共鳴子音θрθр р θ 降り２重母音уйуй у * 非共鳴子音ишиш ш

共鳴子音абаб б 降り２重母音эйэй э * 非共鳴子音одод д

共鳴子音авав в 降り２重母音яйяй я * 非共鳴子音ожож ж

共鳴子音агаг г 子音ь ь * и 非共鳴子音озоз з

共鳴子音алал л а 子音相当я я я 非共鳴子音осос с

共鳴子音амам м 短母音ｖ ｖ * 非共鳴子音отот т

共鳴子音анан н а 短母音θ θ * 非共鳴子音оцоц ц

共鳴子音арар р а 短母音а а * 非共鳴子音очоч ч

共鳴子音ибиб б 短母音и и * 非共鳴子音ошош ш

共鳴子音ивив в 短母音о о * 非共鳴子音удуд д

共鳴子音игиг г 短母音у у * 非共鳴子音ужуж ж

共鳴子音илил л и 短母音э э * 非共鳴子音узуз з

共鳴子音имим м 長母音ий ий и * 非共鳴子音усус с

共鳴子音инин н и 非共鳴子音ｖд ｖд д 非共鳴子音утут т

共鳴子音ирир р и 非共鳴子音ｖж ｖж ж 非共鳴子音уцуц ц

共鳴子音л л л * 非共鳴子音ｖз ｖз з 非共鳴子音учуч ч

共鳴子音н н н * 非共鳴子音ｖс ｖс с 非共鳴子音ушуш ш

共鳴子音обоб б 非共鳴子音ｖт ｖт т 非共鳴子音эдэд д

共鳴子音овов в 非共鳴子音ｖц ｖц ц 非共鳴子音эжэж ж

共鳴子音огог г 非共鳴子音ｖч ｖч ч 非共鳴子音эзэз з

共鳴子音олол л о 非共鳴子音ｖш ｖш ш 非共鳴子音эсэс с

共鳴子音омом м 非共鳴子音θд θд д 非共鳴子音этэт т

共鳴子音онон н о 非共鳴子音θж θж ж 非共鳴子音эцэц ц

共鳴子音орор р о 非共鳴子音θз θз з 非共鳴子音эчэч ч

共鳴子音р р р * 非共鳴子音θс θс с 非共鳴子音эшэш ш
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